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つぎに 目的 (1)と目的 (2)とが同時!こ満足するかどうかも確めねばならな






でーぎゃくに立の韓査問題を 科学校，学級φ~C'.Jii生徒に実施することは t 
って，その学級の学力~県下全体の減額主比較することができるO ' し?こがρ
てこの調査について，目的 (1).~見的 (2) の二つの意義をみとめる，こ主は可能
である。
第 2章調査む計画と超過












2.1.1 調 ，査対 象 t 
この調をの問的は 本県児童生徒の国語学力を測定しょうどするものでゐる
から，調査対象としては，一応小学校一年生より高等学校三年生まで・の児童生.
綻が考えられる。 しかし調査期間 ・調査機構 ・予算なEの条件から制約され
る商事強〈考慮しなりればならな~ '0， 乙の制査では主として，調査機構の閉
.係で対象児章生徒の範簡を縮少しに。 調査機構をテ広けないで、 できるTごけ
所員?ごりによって進行させようと考えにのでゐる。 そして小学校二 ・三 ・







以上のように，形式 -内容のいす・れから考えてみてち， 問題構造やテス ト
の方式について， 二年生以上のものとはきりはなして仕事を進め7こ方がよい



















































































第二に， この調査の結果の利用の商から考えると ， われわれがやろ うと
する調査は"いわゆる総合学力をおさえると1、うことよりも， もづとはっき




































-この文章読解力の調査:~ ~も 1: "文字 ・語い・文法その他lごついての基礎
F 的な資料を集め，来年度以降遂次調査を行う. (このにめこの、文章読l解力検
査主併行して 小学校検定国語敬科書昭和26年度 10種iこっし、て ・漢字調査
をおこなった。)
更に文を読み主る力主して考えられるもののうち， 集団テストaペーパー





























，_ . 、 “ー、
地域の環境的な条伶の判 H 学力にもっとも多く影響 をるにえるiものと L
"[;文化度が考えられるが，文化普及度を客観的止とらえるfこめi二， ・市.・



















風間 清 』 く新潟大学教育学部付民新潟ノJ"学校教諭〉
、斎木直司 〈新潟大学教青学部付属高田中学校教諭〉
志 .問耕吉 く県立新潟工業高等学校教諭〉
関 平八郎 . 〈新潟大学教育学部付属長問中学校教諭〉
r 
田中久 直 く三条市立褒館小学校教諭〉













































































































んな語いとして 各学年に Eのような度数で提出されているかH ・、 について
みるものといってよいo ~1'"-・は他の漢字やかな土' ーしょになって詩いを構成し















































































(7)'問の形式がはっきりしてい又 何捌われているのか迷うこ印引 i ま
Jこ解答のし少にがわからないために誤るこ左がないようにする。
テストの二b-式に、は多くのものがあるわりであるが， それらを大しに考ー慮ち




-t'eるe， ， 練習lの数がそれにつれて多〈なる。 ぞの無駄をはぷく fごめlこ
は， も ふとも よい主思われる方式を数少〈えらべばよいとー考えられ~o
客観らFストの問題形式tこはいろいろのものがあるが，再生法 ・真i需法・定成









ト本来のもヴ欠.lf. '!: じJ: そのテス ト を否定する条件I~はなら fJ ~ 、。 ‘まに 4. 
ノ


























1~1繕成の糊さ 一一3 I 2 
2指示の理解 1 I 2 
一一
3所要時間 1 I 1 
一一
4余白の大小 2 2 2 1 
一一
5採点の容観性 1 2 1 1 
6t佐量ヵ:少ない 3 1 l 1 
一7複維な思考過
程 2 1 





















































¥2) 主要な文(MainTopic Sentence)と副次的な文(SubTopic Sentence) 
とを区別させる。 ト






(1) 事物の名 ・数・場所・時間 ・細lかな性質'・状態などtこついて答えさせる0















































予想学年|小1121314.1516 )中1I 2I 3I高|計
一一一一 一一一←一一一一一一一一一一一ーナ一一 一一一一一(一一一|
その二 2 I 2 I 2 I 2 I 2 I 2 _ I 2 I 2 i 2 I 20一一一一一一一一一一一三




文をよんで，その文にかいてあることのちち， いちばんだいじなものはなにか， J .:; 
かんがえるもんすさいです。
一 これはまさおさんのえぼんです。えほんにはきし苧のえがかいてありま 1. ¥ 
f す。





5. まさおさんのこと ， ノ










三ねこの たまは このごろ げん舎が なくなりました。 ごはんを たべない




















ヨ王ポストにいれた手紙はゅうびんやさんが おつめて ゅうびんきょくに も






















































十 咲マ示、主月島ょのを，よくだれでもフ Fロウだと恩っている!らしいが， られはアオ
バズ!l"G.いってフグロウの四分のーの大きさしかなL、。青葉のころ日本へわた'ってくる





































• 2. 電話をひく純金を上げたが， 申込みの全部をち竹つけるわけにはいかないこと
3. 新しく電話をひく人には設備費の一部を出Lてもらちことにした泣いろと左
'4. 電話をすぐひけるように努力してνるから，しばらくまってほlしいこと






















































































- Z4 ~ 
， 
2. 'ち~、さなすず、
3. ながL、った 色 - を











5' すやすやねむっています 4 
三川の上をすずしいかぜがわ?とウてきます。そらでは おほLさまがお
はなしでも しているよろにぴかぴか光っています。どこからか 「ほ与 ほろ







四 「まきお。 Jと よばれておとうさんのおへやへいきま した。おとろさんの












「ぼくはからだの大きさに くらべてはねが小さいので，はやく 6対立を ち
どかさないと とべないんだよ。J
「まあ そうなの。わたしたちぽいじわるなものにみづからないように，大きな







六まっ黒な空からたえまなく ふってくる 賓がまどの ところへ〈ると
電とろの光でまっ白に見えま、子。ちらちらと ?とのしそろに 1'/スでも・して


















































































































































































































きて， rからすさん あなたのはねはぎれいだこと。き?っと あなたの こえも
Jよいでし孟ちね。」といった。からすがいばって「かあJひとこえ なくと，くわい
ていた・にくがしたにおちて，きつねに とられて しまった。
















四千つばめたちがそだってすから、 とぴたつ日がきま した。もう くちぼし
もきいろく ありません。そらのはれた五月の あきです。子つばめたちは
みんなあたらしい白いちょっきに くろいがいとうで ちれしそうです。おや





































































































































































































































・読めない字は教えてやってもよし、o -rこ忙し ・字句 ・f1J諾を説明し7こり， 女1:t













正答数 663 :l:ドtjその三一一一一 一平均 2.01 3.71 4.71 5.7 7:0 
正答数 563 守主十三 3.037 計 平均 5.7 27.3 31.3 
官の前学年との差i
、 . ¥ +叫~3.81 . +3.~ + 3.2¥ 
難易度 各問題tこ対する学年毎のiF.答E停を知れば、よいo ti'c R.4去 は



















|小 21 14.2 




21 69.11+ 8.5 
31 61十 7.3
|小 21 9.21 
31 27.01+ 17.8x x 
41 35.01+ 8.0 
七li;57130
中 11 臼.51
21 58.81+ 4.3 
31 69.51+ 10.7 
|小21 . ~.11 
31 25.01 + 21.9 x x 
41 20.01-5.0 一1 5ソ 30.01+10.0 o 1 6i 41.41 +11.4 
中 11 46.41 
21 36.41-10.0 
















5.01+ 4.1 x 























































































|小 21 0 
31 1.α+1.0 
41 9.01+8.0 
51 19.01 + 10.0 
61' 15.11-3.9 
中 11 24勾



































































27.01 +13.0 x 
























































小2101 - 小2' -of 
330|寸3.0 1. 1 3， 1.01 + 1.0 
き ~'91 +?'9 1 _ 1 ~i • ~'91 -: ~'9 
大J ・ 61 9.1.十1・1・ 06iI8.1 +5・1
中 1 15.1 中 11 15.1 
229.9+14.8x23;i 16.8 十 1.7
31 22.8: -7.1 1 I 3; 13.31 -3.5 
L__ー
I 
第3.4表 (2) 各学年のE答率とその差 くテストそのニコ
問題|学年ド答率I~ 宮室 11閉科学年同率I~ 号室 11問題:学年ÞE答率I ~ ま芸
小 2 36.7 小 2 小 2 22.4 
+43.6 ↓× 3 55.0 +18.3 x 3 ， 1 3 66.0 
4 59.0 +4.0 4 5o.ol 0 4 50.0 -16.6 x 
一 5 66.4 +7.4 一 5 661十16.5 X _ 1 5 + 8.5 6 82.0 千15.6 × 6 ニ 6 十16.5 x 
中 1 82.6 中 1 75.5 中 1 59.1 
2 84.9 十2.3 2 81-1十5.6 2 82.1 十23.0 x x 
3， 90.4 ト5.5 3 84.71十;J.6 3 88.5 + 6.4 
小 2 38.7 小 2 22.4 ノj、2 16.3 
3 59.0 +20.3 × 3 30.0 + 7.6 3 35.0 +18.7 X X 
4 62.0 十3.0 4 34.0 + 4.0 4 白;6.0+ 1.0 
5 78.3 +16.3 》ι 玄 5 50.6 +16.6 XII _ノL、'5 6 5693.JO 5 '+23.5 X X 83.0 + 4.7 6 60.0 + 9.4 十 3.5，1
87.7 中 1 58.1 中 1 72.4 
92.4 十4.6 21 '65.1 + 7.0 2 84:9 十12.5 x 
91'.4 -1・0 3 64.7 -0.4 3 83.8 -1.1 
小 2 14.2 ， 
3 42.0 +27.8 x x 31 34.01 +23:8 x x 22.0 十20.0 x x 
4 53.0 +11.0 41.必.01+12.0 ・ 26.0 + 4.0 
七 5 59.5 +6.5 x 51 55.51 + 8.5 ブL 27.5 + .1.5 
中争1 
71.0 +11.5 ¥ .A 1 61 79:ol-l23:5 x x '36.0 + 8.5 
68.3 中 主 72.41' 中 42.8
2 85.8 +17.5 x x 21 8O.1]+ 7.7 35.8 -7.0 
3 88.5 +2.7' 31 87.61+ 7.5 42.8 十 7.0
小 21 6.1 小 2
'F 2 2由142801244 Ae&問自M 1
23.0十16.9x x 3 3、 十 2.0
17.01-6.0 4 15.0i -1 12.0 × 41 '8.01+ 6.0 x 
- I 51 20.21+3.2 
-中，e5 1 
16.1 十 1.91 5[ 10.11+ 2.1 
25.0 + 8. 61 24.0l+ I3.9 x 
20.4 中 1
+7.7 2 25.5 + 5.1 2 十 3.1
一5:5 3 32.3 + 6.8 31 29.6i十 5.1
ノj、2 ィ、 2 。
1 
3 3 7.0 + 7.0 + 6.0 
4 11.01+5.0 4 8.9 + 1.0 4 十 7.0
一 口v 24.十13.2 XI -ー 5 18.1 +10.1 X 1- 1 51 19.11+ 6.1 ト
一 ー6 27.0:+2:8 四 6 18.1 一‘0.1 五包ー 3.0中 1 22. 中 1 16.3 中 1
2 33.0:+10.6 21.. '14.1 - 2;2 2+167 .1 
3 32.31-0.7 3 lCl.4 -3.7 31 44.7[+17.4 x 
- 43-
問題陣司正答率|望号室 11問題|学年l正解1T ま 2 11問題陣取答率I~ 君主
小 21 0 小 21 0 小 21 01 
31 4.01+ 4・o 1 rJ' 31 3.01+3.0 1 I'J 31 4.0!+4.0 
4.11 1.01-3.0 " 1 41 7.01 +4.0 " 1 4:1 ~.Ol-!.O 
六 61 22.01 + 10.9 x 七 61 26.01 +4.8 入 61 6.01-2.1 
中 11 31.6 中 11 29.5 中1.1 24.4 
21 35.81 + 4.2 1 1 21 14斗 -15.4 x 1 1 21 l3.21-11.2 x 
31 43.81 + 8.2 1 1 317.11+3.0 1 1 31 13.31+0.1 
小 ~I 01 1 IrJ、 。
31 3.01+ 3.0 1 1 31 0 ‘ 
41 6.01+ 3.0 1 ，1 41 2.01+2.0 ・納
- 1 51 22.21+ 16.2 x x三 9.11+7.1 x 
7L 1 6 、29.01+ 6.8 1 0 1 61 19.01 "1-9.9 x 
中 11 30.6 中 15.3
21 43.41+ 12.8 1 1 21 32.1十16.8
31 26.61-16.8 x 1 1 31 52，31+20.2 x . 
第 34表 (3) 各学年の正答率、とその差 くテストその三〉
問題;学年ド答率I~ 号室 l問題|学年|正解I ~ 宮室、l問題|学年~答率ly 号室
r i zil;21 
t 
小 2 12.2 小 2 44.7 
.，・ 3 15.0 +2.8 3 45.0 +0.3 
4 18.1 十3.1 4 47.4 +2.4 
一 5 41.01+22.1 X X 5 36.0 -0.4 - 1 61 48.41+8.4 6 一 6 49.5 +13.5 
¥ 中 1 中 1 51. 中 1
ー.21 28:9: -2.1 2 57.9:+6.9' 2 55.11-0.9 
31 36.9~ -8.0 3 62.11+2.2 3 65.01+4.9 
ィ、 2 ィ、 2 20.4 "J、2 34.6 
3 
23578970RE2q1L8 一Dd J訓刻副q !+ L 6 
3 47;0 +26.6 X x 3 48.0 +13.4 
4 +11.0 4 16.0 -1.0 4 63.0 +15.0 × 
四
5 8.0 5 
ム，、 5 、67.0+4.0 
6 +15.7 X 五 6 65.ー2.4 6 80.8 +13.8 × 
中 1 中 1 74. 中 1 80.0 
2 +1.1 2 72.91- 1.1 2 84:1 十4.1
3 一1.6 3 82.5:+ 9.6 3 90.3 +6.2 
xl' 川 Z31 
小 2 2.0 
24.01+14.8 3! 30.3;-1・16.7 x 3 12.0 十10.0 xl 
27.01+3.0 41 31:01+ 1.0 4 20.0 十8.0
七 36.01+9.0 ^ 51 22.01-9.0 九 5 
、22:0+2.0 
61 28.2!+ 6.2 6 .44.4 +22.4 x X 
中 1. 中 1 54.0 
+9.5 21 31.71+0.7 2 68.2 +16.2 x 
+2.5 31 54.41+22.7 X X 3 64.1 -4.1 
.-44-
I 
問題|学年|正解I rr ま引問題岡正答率~法皇 抑制学年|正答率!?君主
IJ、2 ノj、2 小 2
3 3 2.0:+1.0 3 




19d+17.o xx 4 +6.0 
一 5 -1.0 一 16.0 -3.0 一 5 I .0-2.'0 6 -6.9 一 10.1 -5.9 6 +17.2 X 
中 i 中 1 16.0 中 l
2 +4.8 2 19.6 -3.6 2 +4.6 
3 十0.6 3j 22.3 十2.7 '3 +18.8 x 
小 2 3.1 IJ、2 1.0 
3 11.0 +7.9 × 3 5.0 +4.0 10.0 -1 10.0 x 
4 
4 65 
16.0 +11.0 × 18.0 +8.0 
一 5 +4.0 一 39.0 +23.0 x x 一 5 24.0 +6.0 
一 6 +9.8 四 21.2 -17.8 ×玄 6 23.2 -0.8 巾 1 中 1 25.0 中 1 24.0 
2 +15.6 × 2 38.3 +13.3 × 2 28.0 +4.0 
3 55.3 +6.7 31 • 日.2+19.9 x 3 45.6 +17.6 )( 
' 
tl、2 01 ノj、2 。 ノj、2 。
3 4.0 +4.0 3 6.0 十6.0 3 4.0 十4.0
4 12.0 +8.0 4 13.0 +7.0 4 5.0 +1.0 
4ト
× 
一 5 19.0 +7.0 一 5 14.0 +1.0 一 5 11.0 +6.0 
ノー』、 6 21.2 +2.2 七 6 19.1 +5.1 71. 6 13.1 +2:J. 
中 1 16.0 中 1 22.0 中 1 17.0 
2 21・5l+5.5 2 24.3 +2.3 2 34.1 +17.5 〉生
3 32.01+10.5 3 35刊+11.6 31 30.0 -4.1 
小 2 ノj、2 。
3 3 1.0 十1.0 P 
4 +5.0 4 2.0 +1.0 ， . 
一 5 +4.0 一 5 10.0 +8.0 x 、 9・
九 6 +0.1 。6 22.0 +12.0 1 ， 
中 1 中 1 15.0 n.・
2 -0.8 2 24.3 +9.3 
























11.2 IJト2 3.1 
10.51-0:7 3:4 2504.851 +17.4 
九 5.6 十34.3 x x 
中1.2.3 
1.01' 小 2
8.0 +7.0 × 3.4 x 
35.1 +27.0 x x 一 5.6 1.1 
中
60.1 1.2.3 31.9 
" 1.0 
14.0 +13.0 









十20.4x.x 五 35 .• 4 6 56.31+24.3 
中
62.8 
tj4預~1 ，1¥ It~!1 自恥
-46コ
































??? x x 
以半の衰のうちで安当性のはっきり認められるものが第二次予備テス干の問


















r、 2 24 24l n4142
‘ 
そ 五 4 64 20; 34.0
背
の 6 92 
一 9 92 、J 36; 64.7，1':6 X X 。
21川七 B1890 2 0 28 52 XX 68 X 
四
<J 




4 68 12 46.0:6x x 
6 100 48 79.0'52 X X 
9 9 96 64 87.632 X 
2 
豆 | 4 
6 竜一- 161 24.0 一 16i 29.6i3'2 x 
-，一ー 一一
4 







介ー 4 8 
一 6 44 91 48 161 32.332 x 
4 。'1.0 4 
20 。9.0 20 × 
60 16 32.3 44 x X 
100 48 75.2 52 x x' A 
。
一 4 中
ノ、 4 場x16 43.8:60 x X 
2 。。
3議71pox : xf4 20 。七| 6 36 4 9 68 8 
2 。
一 4 12 41 6.01 8 -
7L 6 36 281 29 






















の 68 32 X 
52 28 、ノ
‘4 
一 一 24 18.11- 16 16 36 . 3'44 x X 
96， 24 62.172 x x 
16 
四 32i 50.0 44 
x x 





第、3.7表 (1) 選オ択肢む ‘反応分析表 ‘くそのー〉
一1"-学年!什 A 1 0;I ー ~ ・肢"-I . I ・宮 I .
五!良子同可 5
1 x 4.0 1 13.4 1 x 7.4 5.0. 2.0 2.0 
2 10.0 2 10.3 2 20.0 8d7.0 2.8 
3 12.0 @ 42.3 3 x 8.4 10.0 2.0 4.1 
4 19.0 4 13.4 4 23.2 20.0 30.0 
6301 .06 31 @ 48.0 5 12.4! ⑤・35156.00155.0 
無 7.0 無 8.2 無 .5.31 1.01 4.0 
一・次年1，51毛|中 1 ー ¥紋学¥年j1品T 川ム 1。“ 131' ~ 
① 38.01 36.01 50.4‘ 
2 ¥ 19.0 19.0 8.1 2 17.2 19.6 17.1 
3 1; 立5.028.3 3φ 22.2 20.6 18.1' 4 x 6:0 6.1 ①× 
5 x 10.0 13.0 7.1 5 x 27.3133.713 














ぷ年I5"1 6 I中 213 
1 y a11LA 2 x 15.0: 30.01 27.4! 17.1 @ 30.0117.01 23.5' 39. 














3 3.: 13.0 
@ 14.0129.0 
5 16.0117.0 
無 17.01 6.0 
ぷiFj5 I 6 I中 1
1 x 3.0 3.0! 10.0 
2 17.8 21.0 10.0 
@ 24.8 18.0 37.0 
4 25.7 19.0 17.0 
5 22.8 34.0 26.0 
6 5.9 5.0 。、
七 ぷ竹中 ~I















2 401 ¥ 判盟 X4 72 63.01 16 
6 1∞ 80.8! 44x x 
9 100 90.31 32x x 
2 12 。。9.212 
七 4 52 8 27.0 44x x 6 80 8 57.6 72x x 
9 92 32 67.0 60x x 
。2.0 。
41 24 8 20.0 16 
6 国 20 44.4 48x x 
9i 84 36 64.1 48x x 
2 。 4 
一 4 36 4 16.01 32 x 一 6 56 16 31.2140 x 
9 92 20 52.4172 x x 
2 4 。
一 4 20 8 13.01 12 
一 6 60 24 27.2! 36 x .9 84 36 55.3148 x x 
'0 。。
一 。24 。12.0 24 x 
ムノ、 48 20 21.2 28 x 
68 12 32.0 56x x 
2 。。
一 4 16 4 13.0: 12 七 6 36 12 19.1124 
9 76 12 35.9: 64x x 。
一 。5.01 0 
八 12 13.1] 8 
12 30.01 52 x x 
2 J 400 4 。2.010 6 22.01 4 




























一京司中213、 一 隊¥ I'T占 | “ I V i "，_ tl .、
九I1. 1 15.7112 。1 
2 x @ 
③ 3 x 
4・ 式 4 x 
5 9.3 11. 5 xl 4.1 
然 01 1. 無
第3.7表 (2) 選 択肢 の反応 分 析表 くそのこ〉
ぷ年I2 I 3I 
1 19.0 26.5 
②ー38.0 52.1 
3 12.0 12.2 
4 13.0 5.1 
5 12.0 3.1 
無 6.0: 1.0 
1 14.1J 
??
2 x 1 9.1 
@ 136.4 
4 8.9113.9 30.3 4 














































































































1 10.9 18.6 
2 29.6 12.7 
3 23.8 16.7 
@ 19.8 33.3 
5 14.9 16.7 
無 1.0 2.0 
らーで年i7l中 1I 3 
1 30.3 33.1 23.1 
2 x 23.2 お.833.6 
3 14.1 11.3 7.7 
④ 26.3 20.6 30.8 
5 x 6.1 7.2 4.8 
無 。1.0 
肢で旬51中 1 I 3 I 
1 10.2 
2 14.11 14.1 21.3 
@ 22.2] 24.3 
21950.6 9 24 18.31 23.2 
5 13.11 15.2 





ば芋|中1I 2I 3 I 
1 x 22.9116.8' 31.4 
2 12・51154.09!110・5
@ 15:6 14.0! 12.4-
4- x 9.4 11.2 6.7 1;i: 
I 1司1 ・5
@ 1 32司36.4-143.Z 
5 x 38.64-2.1 38.0 5 1 26.α32.7120.2 
無 1.0; .0 1.0 
、
主ぞ宰i中 11 2 I 3 
1 3.0 5 . 6¥ 10.5 
。ょで九 11 2.1 3 
① 24.0 28.3 55.1 
2 19.2 13.11 9.5 2 15.6 13.2 8:6 
、3 32.4-25.2 20.0 3 9Jt 13.2 10.5 
4 13.1 12.1 14-.3 4 13.5 15.1 2.9 
@ 31.3 43.1 45.7 5 37.5 28.3 21.9 
¥ 目無 01 01 0 無 1.0 0.9 。 無 01 1.9 1.0 
第3.7表 (3) 選択肢の反応分析表 伎の三〉
ぷ年12 1 3 14 京ifl4 1 6 1中 2 四 ぷ年12I 314 
1 x 14-.1 12.0 5.0 1 34.0 15.2 6.5 1 24.2128.3 21.0 
@ 39.5 38.0 41.0 2 x 16.0 5.1 5.6 ② 27.340.4 51.0 
3 27.3 24.0 39.0 
4 14.1 18.0 12.0 
5 x 3.0 7.0 3.0 
無 2.0 1.0 。
3 23.0 34.3 25.0 
@ 18.0 36.3 58.3 
5 x 7.0 9.1 4.6 
無 2.0 。。
3 
1Z537L，2M U 1リ13.1 
'8.0 
4 9 5.0 
5 8.1 10.0 
無 1.0 5.0 
':n. ぷ年1415161 ，渓牢14: I 5 I 6I中 1
1 27.0 17.0~ 23.2 1 30.3 .35.0 35.0 34.0 
② 46.0 69.0 65.7 2 x 9.1 9.0 6.0 1.0 
3 13.0 7.0 8.1 3 16.2 14.0 8.0 5.0 
4 x 8.0 5.0 。 、④ 20.2 22.0 42.0 55.0 
5 x 6.0 2 . 03.0 20.0 9.0 5.0 









1 x 46.5 36.5. 
2 11.1 14.0 
3 x 4.0 8.4 
④ 12.1 17.7 
5 25.3 21.5 
無 1.0 1.91 
ご注予15 1 6 I中う|四
1 15.0110.1 
2 14.0 20.2 13.1 
3 37.0 31.3 31.3 
@ 
5 10.0111.11 17.2 
無 6.01 1・I 0 
‘七
武司中 1I 2I 3I 
1 山制吋
2 1 40.8132.8127. 
@ 1 22.4)24.3)36. 
4 x 8.21 5.61 6.9 






① 35.0 66.7 62.7 
2 16.0 12.1 22.5 
3 31.0 9.1 6.9 
4 x 4.0 1.0 2.0 
5 11.0 9.1 4.9 
無 3.0 2.0 1.0 
ぷ竹中 1!2[ 31 
， 
2 x 2.0 0.9 2.0 
3 33.0 39.3 25.5 
4 21.0 13.1 8.8 





1 x 6.5 8. 
2 34.3 28.4 
@ 35.6 お.4
4 x 5.6 8.8 







































ぷ年 112 I 3
①時246jiG 訓2 x 1 10.2' 10.31 . 




(2) 問題数はテストそのー ・その二 ・その三のそれぞれlこlO題とす莞07こだし
2年生用のものだりはこのようじわりす入そのー ・その二・ その三よりそれ
ぞれ5題やつを一つにま tめ15題色する。



























1';円雪11 '23.141516 J71819 10 I~判 13114 1 15 1 16 1 17118 J 19i 20 
72年fOTOlololol1 1 1 1 1 1 I 1 1 I 1 1 1 
3.4吐o1()lo!olol l1011011111，1! 1I 
〔A1Flololololo11 110 1010101 1 1 10rl 
1.23年-110101 10 I 1 101 '101 101 1 10101阿古
その二
￥清里空11 21.3 1 41 5617 1 8I 9lmii11213l1415 J 16lη1819120 
年1010110] 1 10101 1 1 1 1 I 1 1 1 I 
三4年 I101 10101.1010101 10  I 1 1 1 1 1 
5.6年110¥' 10101 1010101 10101 I 1 I 1 I L1 
中1.2.3年11 1 10[01 1010101 I ，1 10|1 101010101【
与言型空112134f516 17 1 89 i州1ド21吋叫おい61叫mド9120
小 2年1101 101 1 i 1 I ~I '-11・1I 1 1 11 
34年10101010 101 !ol_E_I11 1 I I I 1 1 
56年101011010[ 101 10_101010f 1 J 1 1.1 1 





2 ~ 1 1 1 1"4121 ~I'吋::Lア
ス 新|新|新|γB12rj lndト (弘5)1 14 (3.5)19(20.5→ | 





























11.9 I 12.6 1 11.7 I 14.5 I 12.4 1 15.6 
分散 、 9.93] 18.34] ~2.55] 15.82] 26.35] 19.111 21.54 ， 
一 一
標準偏差 3.15 ‘4.811 4.751 3.981 5.131 4.371 4.64 
信頼度 0.731 0.631 0.731 0.571 0.741 0.641 0.80 
検査人員 100寸。-τ∞つ0o1- -991- 1081---ru 
平均の( )は100点瓶点に換算した時の得点









































I ~~j _， .;. 今里~'~ ~ 








項 自 2 年
平 均孟 5.40 
分 散 82 4.28 
標準備差 s 2.凶9







品とリ 0.1.2 3.4 5.6 7.8 9.10 
-2 2 2 一
- 1 4 1 2 1 8 。 7 5 4 3 19 
+ 1 1 5 7 1 14 














|上位群P1I中僻P21下位訴Pa 平 均 Pj一九
一 100 {% 92 48 83 8 44 xx 52 x x 
」 92 74 42 73 一 18 × 32 × 50 x x 
一 100・ 72 60 76 28 x x 12 40 x x 
四 88 '72 24 64 16 48 x x 64 x x 
五 92 64 16 59 28 x 48 xx 76 x x 
占，、 48 38 8 53 10 30 x x 40 x x 
七 76 54 12 49 I 22 42 x x 64 x x 
八 88 58 24 57 30 × 34 X 64 x x 
九 32 12 12 17 20 。 20 × 
Cコ 64 20 12 29 44 x x 8 52 x x 
一般に上・中位群を弁別することに難点があるといえる。また困難度の高い
問題九，己は中・ 下位群閉じ弁別性がみられない。
信頼性 Richardson-Kuders' Formula 



















第3.14表 -選択 肢 反応反祈表 (0印正答選択肢)
ぷー |二 |三 |四|五|六|七 |入 l九 1 ~J く%)1(%)1く引く%)1ω|ω|く%)1ω!ω|く%
1 7 6 。78 11 24 37 。50 17 。18 41 
2 。85 15 7 。臼 9 0 34 22 15 22 。28
3 5 。71 8 .14 。57 22 14 。57 47 21 



























































出生日昭和 年 月 日検査日昭和 t牟 月 日
得 点 |パーセゾタイル |偏差値 |評定段階
れんしゅう 、




















































四 こやぎがこやを? とびてしましに。 くびじ ながいつなをつけて
います。 それをみて， めんEりが-はしってきまし7こ。 めん~ 9 
は めかい Fボンをつけています0'
こ明ぎの くびl二院 なにがついて い/ますか。
1 かわいい く . ~ゎ。











五よしちゃん， ぼくはいま 山のおじさんの ，ところへきていま
す。 とτも す十しいです。 べんきょうが ずむと ， むしをりを
します。 ばつにや こたろさがいます。 むしゐつめを して， よ
しも宇んにも ゐげましょう。 すすなより
すすなは よしちゃんーと なかよしです。 どこで わかりますか。
1 むしめつめを して よしちゃんにも めげまし主う。
2 !玄えは 1の ゐじさんの 土ころへきています0
3 むしとりを します。
六 きのう ?こt:しくんと ふねをつ〈りましfこ。 めかい ほぞはりま
し1:。 いりに うかべると， すいすい はしbましfこ。
これは なにについて かいfこので しょう。 いちばんでいじな
ことを さがしなさい。
1 めかい ほのこと。
2 きのう ふねを 。つくっfここto
3 いりのこ E。





'i除くは， からt:の大きさに くらべて，はねが小さいので， は
やく はねを うどかさないと， とべないん1:ょ。」
「まめ， そうなの。 わ?こし7こちは いじわるな也のに みつからない .
ように大きなはねでそっと 左ぷのよ。」
もょうちよさんの はね以 Eラですかが ー
1 はねをはやく うどかして ，eぶd
2 いじわるTよものに みつからないよう iこ， そっ主主ぶ。
3 ぶんぶん ならじτ いそがしそうだ。
電b





子ーつばめた捗段イみんな めTこらしい 白い ちょっさに くろいが




2 みんなで なかよく めそぽうよ。
3 子つばめ色 ひとりで 止べるようになって，うれしいなあ。
-L からすがにくを くわえて木の えfごに とまっていに。 そこへ
きつねが きて， rからすさんめなにのはねは きれいにこと。 き
つと めなfこの こえ色 L、L、でし主うね。 JeいっTこ。 からすがい
lまって「かめ。 Je. ひとこえ なくと， くわえて いにじくが
したへ沿ちて， きつねに 色られて しまっTこ。
このはなしは わTこし?こち与に， どういう ことを 沿しえて レるでし
ょう。
1、にくや fこベ色のは ?ごいじt二 しなければ ならない。
2 いいきに なって いlまると， 力、らすみにいに しくじる。
3 きつねの ように ひとの ものを とってはいりない。
ーポストに いれにてがみは，ゅうびんやさんが ゐつめて ゅうぴんき
ょくに もっていきます。それから さしゃで とたくにいる 人の l
ところへはこばれます。
これは なにじ ついて かL、7こ のでしょう。 いちばん ?ごし、じなこ
とを さがしなさい。
1 てがみのこ eo
2 と沿ぐtこいる 人のこ色。 、
3 ゅうぴんやさんのこ土。





マケ 章 三書士 k刀日)[J . 月~
( A ) 
力 検 査

















































竺 bきがおの花が 1 陪っかり、 さいて います。 あかし、花， 自い花，
こびとの ラッパの ょうです。
1 あかい '1Eのこと。






















































八 ポストtこ入れに手紙は， ゅうぴんやさんがあつめて， ゅうζfんきょ く


























F はえ」は うるさくても人をさし?こり しないこ とo
kは「か」の?こめtこしごとのじゃまをされること。









きょう は雨ふりで， あそびに lでられません。 いもう土に にんぎょ
、
うめ えを かし、て やbましに。
除くの かし、ナこ ぇ:は Eれでしょう。
1 2 3 
J主 z唆




みんなで ままどtを しまし1;0， わにしカ? おかあさんに なりまし
た。 よしこさん主 まきおさんは， おき p ぐになりまし?こ。みど りさ














〆おはなしでも じているように， ぴかぴか ひかづています。








山 「まさお。 J~， 、 よばれて おとうさんの おへや人しベきましに。ぉ
とうさん のつくえの上には しんぶんが ありました。:l;，-eうきん
8-.1> 
は朝から はがきを Jかっきづけて いらっしゃいます。








五ぼくは木で車をつくりました。 くるくる まQる車でーす。、 f討ご
世再
しくんは， ・ ボ戸Jレ紙でー .じどうしゃの か?こちを きりぬきま しーに@
よしこ.さんは， うんでんしゅと まぎきゃくを つく っーています9. もーう
じき できあがります。 はやく できるのが ?このしみです。










プミ けさから， 風がつよくふきてしにb 教室 tこiま乙りがけいってきて，、
やすみ時間ごと に， ぬれぞうきんで‘タくえをふ~.'.，こ。きょうは五人やす
J3 















































- ，らゆ世 立 i.t!Y 












( B ) 
子ストその三 (話 三務)
れんしゅう
ーごはんがすんで， みんなで こ?こつに あ?こっておはなしを して





仁おとうさAのおそいこと。 Ji: ねえさんが しんばいそうに いっ
?こ。 ， . 、
主ri:うさんω おかえbを lしんばいしているこξは どれで かかり
ますか。
1 ごはんがすんに。





ー あすitl えんそくです。 すっかり し?こく令 すませて， まぎから




2 えんそくが 、うれしく まちどおしい。
3 ~さがまっかで きれいr。
。?
4 ま1: えんそ¥くの し?こ〈ができない0
5 えんそくの ‘おやつが にのしみ1:。 -・.
ぼ〈の うちのペスは， とても 大きな犬です。 二午‘まえおじ
さんから うまれにばかりの こ犬を もらって そでて?このです。 び
、 ょうさにも ならないで， 大きく なりまし亡。 1'<が学校から





2 かじさんから 色らし、ま Lしfこ0








二春がきに。 うれしいなあ。 れん仔の花が さーいに。' すみれの 花が





8 ころヵ:つで あそぶ色ゃにし¥。 ず
生 春がき?こので ラれしい。 寸
5 ゐそぶのが おもしろくて うもへかえりにくなや。
・ま
ー よしもやん， ほ・くはいま 山のおじさんの kころへ きていま
す。 すするしいです。 べんきょうが すむと， せみと 、りを します。
あぶらぜみがいちばんにくさんい考す。 ひ上うほんをつくづて
よしちゃんじも あげます。 すすなよ b
すす訟は よしちゃんと なかよしです。 ぞれがいちばんよく )わ
かるのは どれて'すか。
1 山はす十しいです。
2 ひょうほんを よしもよんlこも あげます。 -l 




四 こんEのおやすみlこ東京のおじさんがおいでになる。 10っ色 、
隠宜し
すばらしい かみやげt:よ。 きれいな本かなo おもしろい お話も
きき?こい。 しかし， それよりも もっ正 もっt. tこのしい こ主は
おじさんとこの まさおくんに あうことt:。
東京のおじさFしがくるので いちばん にのしみにしていることは な
んですか。
i おじさんとこの まきおとん.に あうこt。 ， ， 









す。夜も おそくまで しごとをして いらっしゃいます。わにしは，
おかあさんが ぴょうきじなるのが しんばいなので. rおかあさんが
おやすみに ならなりれば わ?こしも ねむらないよ。 Jという1:. rtこ
のまれた日までに. どうしても .作らない士 わるいのですよ。もう
じき1':から， ゐな?こは おやすみ。 J1:， おっ.しゃいます。 やくそ
くを忙し1、じにまもるr え4い おかゐさんてと おもいます。




、 2 ミシンの じよう'す・な おかあさん。
3 やくそくを まもる えらいおかあさん0

























































「へりンーの E ころへ行くと~ 1，こてで時計がな必ー してもらえる。」
Eヒ加
. しま~'"には遠くの村か.G i) 1このみに{るようlこなっ?こ。
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I _. _ '.'j. 九. .‘‘， I_，C '， . ' d 、
















































8 元気のよい こどものこと 0
4 こいの借り のこと。
5 ;t，'e!>のこ k。





























三 除くは冬になると， よく かぜをひきます。 それ?で， 今年はちゅヨ
ん、しています。 朝目を5ますと， すーぐに主びかさて， ふくを着かえ
ますU 学校からかえっTこ時や， 運動ゃそうじのあとには， うがいをナ
します。 あつぎをしないで運動します。 その?こめ， 今年は一度も







四 汽車の時聞がきにので， まちあい室は， ffん?ごんにぎやかlこなってき
， 1 ます。 にもつをしょっ?こ男の入れ きれいな ぷくをき仁支の人しふ





長汽車がきにこと 0， F 、
5 まも拶か室が にぎやかになっ亡こと。









六 ポストにいれ?こ手紙は， 郵便やさんが集めてこ， 郵便局へもっていきま f 








りfごすためには， 機株ーがなげればならない。 そし-c. 機肢を作るに
めには， 鉄がなければならない。 ま7こ， 鉄鎖をはりだし， そfLを?
欽にするには， 石茨がなげればならない。 さいこi その機棋を動か
すには， 石茨が必要にな。つに。
1 ・機械の発達は鉄と石炭~必婆とするこ主。








が， ゐれはvγオパズlC7e ~t って， フグロウ:0).阻伎の.，-'く"らいの大きさ
しかない。 背葉のころ3 日本r，__わたって<~ミミヌクゼカ〉ら， アオ
モ バ'ズ九 メクとはミミズグ< è いうこ ~'tご。 めiが国で，すを作つFてf 予































の己主予三lヴについてーヤえぽ， rはえJ み ~ .t r ゴこしかにらるさくい?な主主主
です。夏の~い?ごlこ， .入がかのにめ仁仕事JのじゃゑをさTれる乙主は，大し
Tこもφです。 「
1 rはえ」は うるさくても，人をさし7こりしないこと。， 
2 人は 「か」‘の?こめに仕事のじ昨去をされるこ士ふ ー





















































































長 いじわるなものに見つからないように，そっと tぷo ‘
5 は幻をはやく動かして左ぷ。
七っきみ掌に 明かるい 川のどて，
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新しい白いチ..~キ tこ ， !21いがいとうです。親づばめが1うれしそうに先










六 からすが肉をくわえτ，木の枝にとま っていた。そこへ， 、きつねが来て，
- 90-'-ー
「からすさん，あなにの羽はきれいてこを。きっ!iあなわの声ちいいで





















八 へン宮戸は，1:れの時計をなかしてやQLも， :t，.金をえーとらなかっTこ。 fへ
ンヲ 戸の左 ころへ行く t.1こだで時計がなかしてもらえる。」というので，

































十 ある王さまの ところtこ，莱つl{~~さになげでは ， それを針のめ Eにくぐら
品いじλ， えん・r



















E .1 '、 J
- 93ー
、. 
， 
'. 
、
/ 
、.
